
②
關
…
拓
使
顧
門
間
「
ホ
ラ
シ
ケ
プ
P
ン
」
置
文
は
、
黒
田
麗
拓
陣
俣
次
官
に
よ
り

　
明
治
四
年
米
誌
よ
り
招
聴
さ
れ
、
教
師
頭
取
顧
問
（
0
9
毒
酒
§
；
巳

　
｝
島
訟
器
O
と
し
て
、
数
多
の
同
母
技
師
を
指
揮
し
て
開
拓
に
努
力
し
た
米

　
入
ホ
ラ
シ
・
ケ
プ
P
ソ
（
嵩
。
鑓
。
Φ
0
9
℃
憎
9
ρ
）
が
、
共
の
在
任
申
（
H
ω
譲
－

　
日
。
。
譲
）
に
或
は
報
交
の
形
に
於
て
、
或
は
開
拓
使
主
三
者
宛
書
状
の
形
式

　
に
於
て
自
己
の
開
拓
に
關
す
る
意
見
を
獲
表
せ
る
物
、
及
び
彼
の
プ
ロ
ツ

　
グ
に
麟
せ
る
二
二
技
師
達
の
亀
町
を
も
合
せ
て
、
共
の
浦
期
蹄
朝
の
際
、

　
｝
括
し
て
開
拓
使
當
局
に
回
し
て
｝
珊
の
報
文
集
と
し
て
校
刊
せ
し
め

　
た
、
是
即
ち
（
園
。
唱
。
洋
字
”
託
○
蒲
。
芝
巨
痒
。
謎
8
雌
器
因
〔
一
一
自
身
ω
葺
9

　
出
。
讐
8
0
岩
δ
♪
0
9
毒
日
一
書
。
話
嬬
9
岬
三
掛
響
鶉
び
夢
判
ム
霧
ψ
舅
。
盗
α
q
算

　
レ
。
。
o
算
襲
蚕
）
で
あ
っ
て
全
部
殴
交
で
あ
る
。
之
を
外
蜘
諜
で
練
証
せ
る

　
も
の
で
、
緒
言
教
師
頭
取
綾
顧
問
「
ホ
ラ
シ
。
ケ
プ
μ
ソ
し
書
信
。
博
士

　
「
ウ
ヰ
ァ
ム
・
ピ
・
ブ
レ
ー
キ
」
報
轟
叉
摘
要
以
下
五
十
鹸
に
瓜
刀
れ
た
物
を
牧
ハ
め

　
て
揺
る
。
術
本
書
は
、
最
初
は
訳
文
の
物
を
略
併
せ
探
録
す
る
考
へ
の
所

　
頁
数
の
都
合
上
割
愛
し
た
と
の
幽
で
あ
る
Q

　
爾
本
巻
に
は
、
次
の
如
き
諸
種
の
心
霊
或
は
建
議
、
具
巾
下
等
が
牧
め
ら

れ
て
居
る
が
虚
無
で
ほ
軍
に
名
前
丈
を
墾
ぐ
る
に
止
む
る
。
郎
ち
「
酉
郷
開

拓
長
官
建
議
」
（
明
治
十
五
年
一
月
）
、
「
北
海
道
惑
溺
巡
競
復
命
書
」
（
明
治
十

八
年
）
、
「
岩
村
長
官
施
政
方
針
演
読
書
」
（
明
治
二
十
年
五
月
）
、
「
北
垣
長
官

北
海
道
關
…
拓
意
見
其
串
書
」
（
明
仏
偵
二
十
六
年
「
二
月
×
「
北
海
道
十
年
計
登
の

大
要
」
（
明
治
三
十
二
年
－
三
十
三
卑
五
月
）
、
第
一
期
北
海
道
拓
殖
事
業
計

霊
説
明
書
（
明
治
四
十
二
年
鰍
）
、
第
二
期
北
海
道
拓
殖
計
鑑
説
朔
書
（
昭
和

発
年
鰍
）
及
び
北
海
道
國
有
未
開
地
大
地
積
貸
下
貸
付
表
。
以
上
が
第
六
魅

牧
鍛
の
も
の
で
あ
る
、
是
に
よ
り
明
治
初
年
よ
り
昭
和
の
今
縫
迄
の
北
海
道

介

拓
殖
の
主
要
な
る
物
を
殆
ん
ど
網
羅
せ
る
も
の
製
や
う
で
あ
る
。
以
上

　
（
既
刊
三
溺
、
菊
到
、
第
一
巷
、
二
七
七
頁
、
圃
版
五
十
、
第
五
巷
一
、
五

四
六
頁
、
㎞
右
翼
十
・
五
、
第
六
巻
　
一
、
○
山
野
四
｝
貝
、
　
闇
凹
版
一
二
、
　
非
ゆ
買
、
北
’
海
消
解

踊
編
）
　
〔
田
中
〕

東
洋
歴
史
大
僻
典
　
第
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
、
｝
牛
博
ル
砒
獲
行
　
　
M
四
六
倍
大
判
　
　
五
一
二
〇
頁

　
明
治
中
期
以
來
我
が
國
に
勃
興
し
た
東
洋
更
學
の
研
究
は
、
爾
來
伊
藤
々
と

し
て
濫
暴
騰
展
の
一
路
を
辿
っ
て
來
た
が
、
友
邦
浦
洲
曾
比
國
後
は
そ
の
進

展
の
三
農
ミ
著
し
く
、
煙
攻
表
の
数
は
愈
ミ
多
き
を
加
へ
、
そ
の
研
究
は
盆

ζ
廣
く
研
究
の
成
果
よ
り
見
る
も
遙
か
に
他
の
諸
國
の
そ
れ
を
淡
駕
す
る
に

至
っ
た
こ
と
は
實
に
慶
賀
に
堪
へ
な
い
次
第
で
あ
る
。
束
洋
史
學
界
の
隆
盛

に
拍
車
を
か
け
た
満
洲
帝
國
の
出
　
現
は
、
叉
我
が
婦
人
を
し
て
東
洋
に
於
け

る
我
が
國
の
地
位
を
認
識
せ
し
む
る
と
と
も
に
、
東
距
一
般
に
錫
す
る
注
意

を
深
か
ら
し
め
、
東
洋
の
駆
史
を
知
っ
て
そ
の
現
勢
を
理
解
せ
ん
と
の
慾
求

は
膨
済
と
し
て
我
が
讃
書
入
の
閥
に
起
っ
て
來
た
、
今
や
東
洋
の
歴
史
は
ひ

と
の
直
門
更
家
の
研
究
の
甥
象
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
廣
く
一
般
知
識

人
の
闘
心
の
繋
る
所
と
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
東
洋
更
に
闘
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

は
、
從
來
適
當
な
る
入
門
書
が
な
か
っ
た
占
め
に
甚
だ
と
り
つ
き
が
悪
く
、

ま
た
妻
帯
考
に
し
て
も
字
句
の
難
解
の
爲
め
に
昏
迷
挫
折
す
る
こ
と
も
一
再

で
は
な
く
、
正
確
に
し
て
難
冨
な
る
内
察
を
有
す
る
指
導
書
の
出
現
を
韮
む

こ
と
切
な
る
も
の
が
あ
っ
た
り
今
阿
軍
卒
瀧
よ
り
出
射
せ
ら
れ
た
東
洋
鰺
史

大
姦
典
は
蜜
に
か
ジ
る
麹
鍵
に
副
ふ
べ
く
編
纂
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
十
二
巷
第
二
擁
　
　
四
二
…

〈　X？7　〉・



介

　
・
本
四
典
は
矢
野
、
濱
田
、
池
内
三
博
士
、
橋
本
慶
大
教
授
監
修
の
下
に
、

斯
界
の
擢
戯
老
大
家
を
始
め
、
少
婦
氣
鋭
の
學
徒
爵
飴
氏
の
執
筆
に
か
曳
り

今
回
獲
行
の
も
の
は
全
入
巻
の
内
そ
の
第
一
雀
で
、
以
下
隔
刃
に
一
巻
宛
獲

行
せ
ら
る
と
い
ふ
。
今
第
一
巷
を
み
る
と
「
ア
！
カ
ノ
」
ま
で
を
牧
録
し
て

み
る
が
、
支
那
に
は
ア
行
“
ぜ
域
て
始
ま
る
費
q
酢
紗
占
e
爲
め
、
嚥
上
露
獄
、
イ
ン
ド

ゆ
瓶
等
に
聴
す
る
項
目
が
多
い
。
解
説
は
簡
潔
牛
易
を
旨
と
し
、
典
櫨
を
示

し
蓼
考
交
番
を
緊
げ
、
吋
讃
し
て
現
在
に
於
け
る
研
究
の
結
渠
を
知
ら
し
め

各
項
目
ご
と
に
執
筆
者
名
を
碧
し
て
記
述
の
責
任
を
朔
ら
か
に
し
て
み
る
。

以
下
遍
饗
し
て
心
づ
き
し
馳
を
要
記
し
て
以
て
本
聯
典
の
紹
介
と
し
よ
う
。

　
第
一
に
盲
愛
の
無
二
に
闘
し
て
穿
あ
る
。
實
際
上
如
何
な
る
標
準
に
よ
っ

て
採
揮
せ
ら
れ
た
か
は
知
ら
な
い
が
、
紳
士
録
、
地
名
聯
典
な
ら
ば
い
ざ
知

ら
ず
、
歴
史
暴
奥
と
し
て
は
さ
ほ
ど
必
要
と
も
患
は
れ
ざ
る
入
、
地
名
が
往

々
見
う
け
ら
れ
る
に
反
し
、
清
朝
時
代
北
京
に
在
っ
て
交
響
事
情
の
調
査
に

從
事
し
、
支
那
書
の
翻
鐸
を
な
し
、
聞
接
に
は
ロ
シ
ア
の
…
封
清
外
交
に
貢
劃

し
た
と
い
は
れ
る
宣
教
舳
イ
ヤ
ギ
ソ
フ
、
グ
ル
ー
ペ
と
並
び
平
せ
ら
れ
る
東

洋
語
學
者
イ
ワ
ノ
フ
ス
キ
ー
、
カ
ス
ト
レ
ン
等
重
要
と
思
は
る
上
摂
欝
を
設

け
て
み
な
い
。
こ
れ
は
私
の
髄
鞘
の
範
園
に
於
て
氣
づ
き
し
こ
と
な
れ
ば
、

他
に
懲
重
要
な
る
も
の
に
て
採
録
せ
ら
れ
ざ
り
し
も
の
が
、
忌
避
に
あ
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
と
の
懸
念
を
抱
か
し
め
ら
れ
る
が
、
　
こ
れ
は
本
聯
典
の
…
搬

威
の
霞
め
に
尤
も
翌
旦
之
す
る
所
で
あ
る
Q

　
個
々
．
の
項
目
に
就
て
い
へ
ば
、

　
ウ
y
ナ
イ
シ
ユ
ー
　
雲
内
鼠
（
二
三
八
頁
）
Q
雲
内
外
の
位
遣
に
豪
し
て
ほ

た
穿
蒙
古
…
遊
牧
記
の
比
定
に
穿
っ
て
る
る
が
、
和
田
清
氏
の
考
定
（
史
林
一

六
ノ
旧
」
、
盤
甥
天
徳
軍
の
位
置
に
つ
い
て
）
を
畢
げ
て
置
く
べ
き
で
は
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

第
ご
十
ご
巷
　
第
二
號
　
　
四
ニ
ニ

ら
5
か
。

　
ウ
ッ
チ
キ
．
ヨ
ー
（
ウ
ッ
チ
ケ
イ
ト
ク
）
尉
…
遅
恭
（
尉
淫
…
敬
徳
）
（
一
＝
六
f
二

一
七
頁
適
爾
唐
書
の
列
鯵
に
よ
っ
て
極
め
て
要
領
よ
く
そ
の
ぶ
蹟
を
記
し
て

み
る
Q
し
か
し
後
世
こ
の
敬
徳
は
河
北
山
西
か
ら
遼
棄
遼
西
に
か
け
て
、
寺

廟
の
建
造
家
と
し
て
蝿
間
信
仰
の
饗
象
と
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
が
（
赫
閏

治
鄭
博
士
「
建
築
家
と
な
っ
た
尉
渥
敬
徳
の
弁
説
し
ド
ル
メ
ン
浦
鮮
特
輯
號

所
載
〉
、
か
』
る
方
面
に
概
し
て
も
言
及
し
て
お
い
て
ほ
し
か
っ
た
と
患
ふ
。

　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
ェ
ソ
・
万
ー
ラ
ン
　
　
鴛
阻
却
斤
量
諏
拶
｝
で
鴇
斜
一
目
㈹
山
σ
（
二
九
二
頁
）
O
　
悩
」
れ
は
エ
ソ
オ

　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
つ

ー
レ
キ
（
鴛
鴛
灘
）
の
誤
で
あ
る
。
解
幽
霊
の
昂
吉
湊
も
涌
出
層
櫟
と
改
む
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

き
で
あ
る
。
叉
「
面
輔
の
宗
翰
、
宗
呆
し
と
あ
る
が
、
宗
呆
は
臼
木
の
誤
で

あ
る
。

　
カ
イ
ヤ
ク
ゴ
華
夷
課
語
（
四
四
四
頁
）
。
解
説
全
点
が
恰
も
髄
靱
野
守
語

に
暮
す
る
も
の
」
如
く
で
あ
り
、
讃
者
を
し
て
誤
解
を
起
さ
し
む
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
又
明
讐
敵
潔
、
馬
具
亦
黒
藻
の
撰
せ
し
落
語
の
解
説
中
、
我
が
東

洋
文
庫
に
も
一
本
あ
り
と
の
声
明
を
附
し
て
み
る
が
、
他
の
一
一
種
の
課
語
に

嘉
し
て
も
夫
々
そ
の
駈
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
い
て
ほ
し
か
っ
た
。

　
カ
ト
ソ
ジ
ヨ
ー
　
番
鳥
城
（
五
二
三
頁
）
o
松
井
鱗
野
性
の
考
説
の
み
に
よ
っ

て
記
馴
し
、
羽
田
亨
（
史
林
一
ノ
…
『
西
遽
建
國
の
始
末
及
び
其
年
紀
）
鱗

内
事
（
継
豊
艶
附
録
可
敦
勤
皇
、
蒙
古
史
研
究
所
載
）
爾
博
士
の
考
定
に
は

書
及
せ
ず
、
又
蓼
考
文
獄
に
も
之
を
黎
げ
て
る
な
い
の
は
如
何
で
あ
ら
う

か
Q

　
そ
の
ほ
か
イ
ニ
ン
カ
ン
委
任
官
（
…
こ
こ
頁
〉
の
項
に
於
て
、
こ
の
綱
麻

が
現
今
髄
洲
帝
國
に
於
て
操
用
せ
ら
れ
て
る
る
こ
と
を
言
は
ず
、
　
オ
ル
デ
ソ

ベ
ル
ク
（
ご
天
九
頁
）
の
項
に
於
て
西
域
倉
皇
に
期
…
す
る
記
蓮
を
全
く
歓
い

（　178　）



て
る
る
の
が
霞
に
つ
い
た
Q
叉
挿
入
の
色
刷
地
腿
一
葉
は
貧
弱
で
あ
る
。
今

少
し
く
精
密
な
る
も
の
を
堅
む
の
は
私
一
人
だ
け
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
．

・
本
蹴
典
が
今
後
號
を
蓬
う
て
編
纂
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
る
を
思
ひ
、
以
上

心
づ
き
し
ま
x
を
記
し
て
一
考
に
供
し
た
次
第
で
あ
る
が
、
項
口
の
探
揮
に

歓
く
る
所
あ
る
は
別
と
し
て
、
そ
の
他
の
諸
職
は
太
増
田
の
儂
値
を
損
す
る

も
の
で
は
な
く
、
全
篇
と
し
て
の
繊
細
榮
え
は
甚
だ
よ
い
Q
私
は
敢
て
之
を

專
門
史
家
並
び
に
一
般
下
書
人
に
と
っ
て
の
好
俘
侶
と
し
て
推
聾
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
執
雛
碧
各
位
は
本
隊
典
の
利
用
齎
の
暦
の
轟
き
を
考
へ
、
解
止

に
は
な
る
べ
く
主
湖
的
な
る
記
逃
を
儲
け
、
蓼
考
文
獄
を
出
來
る
だ
け
多
く

暴
げ
て
ほ
し
い
と
思
ふ
。
本
年
興
の
鋤
現
に
よ
っ
て
、
我
が
東
洋
史
學
研
究

が
更
に
進
展
の
歩
を
進
め
、
　
一
般
讃
書
人
の
翠
蔓
に
關
す
る
知
識
の
愈
ζ
深

ま
ら
ん
こ
と
を
斬
2
・
」
や
ま
な
い
。
〔
外
蓋
軍
治
）

昭
瀦
十
年
度
東
洋
史
．
研
究
文
獣
類
日

　
　
　
　
　
水
野
清
｝
，
森
鹿
三
修
、
喰
村
宏
、
大
島
利
嚇
纂

　
電
動
は
一
昨
年
刊
行
さ
れ
た
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
「
昭
和
九
年
度

東
洋
史
研
究
丈
蹴
…
類
目
し
に
引
馬
い
て
、
昭
和
ナ
年
刊
行
の
日
本
、
麦
那
、

鰍
米
の
諸
難
誌
昏
論
集
に
牧
め
ら
れ
た
東
洋
史
に
關
す
る
論
文
を
類
別
載
鋲

も
た
欝
録
で
あ
る
。
採
録
の
範
園
は
同
研
究
所
々
藏
の
も
の
と
限
っ
て
み
る

の
で
あ
る
が
、
臼
本
護
行
の
も
の
で
は
雅
誌
七
十
四
種
、
論
集
十
種
、
画
期

は
無
断
五
十
五
種
、
論
集
一
種
、
西
洋
は
難
誌
三
十
一
種
、
論
集
二
種
の
多

き
に
及
ん
で
登
り
、
東
洋
早
事
…
係
の
目
ぼ
し
い
羅
誌
は
略
ζ
網
羅
さ
れ
て
る

る
と
云
っ
て
窺
い
ρ

駒1

介

　
既
等
諸
難
誌
に
牧
め
ら
れ
た
論
交
が
、
鷺
木
支
那
の
部
及
び
，
掛
米
の
部
共

に
一
般
史
、
歴
史
地
理
、
敵
會
史
、
経
濟
史
、
政
治
史
、
法
制
奥
、
宗
教
史
、

學
術
思
想
史
附
教
育
、
科
學
史
、
交
學
皮
附
青
樂
、
美
術
史
、
考
古
學
、
金

石
・
古
文
書
學
、
民
族
學
、
言
語
文
字
學
、
脅
誌
學
、
叢
書
・
難
棊
、
至
巧
？

類
書
、
學
界
潰
息
の
十
九
門
に
分
け
、
埋
門
を
更
に
子
嚢
に
分
っ
て
載
録
さ

れ
て
あ
り
、
（
子
翼
の
労
け
方
は
日
本
支
那
の
部
と
鍬
米
の
部
と
は
違
っ
て
み

る
〉
、
．
叉
黒
虫
紹
介
は
倉
米
の
部
で
は
論
丈
と
並
べ
記
し
て
批
評
考
の
名
を
括

弧
に
入
れ
て
之
を
班
離
し
、
　
側
本
支
那
の
部
で
は
附
録
と
激
て
一
醤
さ
れ
て

あ
る
。
其
の
他
に
著
者
索
引
が
夫
々
に
附
け
ら
れ
て
あ
る
。

　
以
土
が
本
轡
の
鵬
裁
の
大
概
で
あ
る
が
、
四
千
に
近
い
論
文
を
大
し
た
破

綻
も
な
く
分
類
載
録
し
、
夏
に
各
論
文
の
頁
麹
ま
で
を
記
し
て
識
ハ
の
論
文
の

内
容
を
想
見
せ
し
む
る
様
注
意
を
彿
つ
た
編
者
等
の
紳
労
を
我
々
ほ
先
づ
多
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
扱
、
近
時
太
謬
以
外
に
大
塚
三
三
曾
寓
師
部
三
編

「
改
訂
堆
補
東
洋
史
論
文
要
月
」
、
子
式
辞
編
「
臼
木
期
刊
三
十
入
種
中
東
方

學
論
文
引
得
」
、
劉
修
業
編
「
國
學
論
文
索
引
」
、
歴
史
學
研
究
断
編
「
歴
史

學
年
報
し
、
纏
濟
史
研
究
所
編
「
三
三
史
年
鑑
」
、
典
他
「
史
潮
し
、
「
墾
學

研
究
」
附
録
の
交
獄
欝
鋲
等
種
々
の
R
録
が
世
に
邊
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る

が
三
瀬
”
の
中
に
あ
っ
て
本
書
が
如
何
な
る
特
色
を
有
す
る
か
を
以
下
述
べ
よ

う
Q

　
第
一
に
本
書
に
は
｝
柵
の
内
に
日
本
だ
け
で
な
く
支
那
や
殴
米
の
も
の
ま

で
が
同
一
分
類
の
下
に
牧
め
ら
れ
て
る
る
察
で
あ
る
。
今
臼
の
東
洋
史
重
畳

に
在
っ
て
は
支
那
、
欧
米
の
三
者
の
業
績
を
無
癒
す
る
事
の
不
可
な
る
は
論

を
佼
た
な
い
。
本
院
の
前
年
度
版
に
於
て
は
H
本
尊
部
と
支
那
之
部
と
が
別

け
ら
れ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
今
度
は
そ
の
酸
別
が
疲
さ
れ
て
H
・
支
の
論

第
二
十
二
巻
　
第
二
號
　
　
閤
二
三

（　17｛　）・


